
































































































































































































































分子レベル 細胞レベル 個体レベル 集団レベル 生態レベル
起点
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いう）すること，また同時に全体から常にそ
の結果を見渡すことが重要となる。
要素の分析を積み重ねて全体を考えること
をボトムアップ，そして全体からその内部に
潜むしくみを推定することをトップダウンと
いうが，このような両方向から生物をみる力
をつけることが涵養である。つまり，分子生
物学は分子レベルの世界にとどまるのではな
く，その先の細胞や個体までも念頭に入れ，
逆に生物個体を学ぶ時にも遺伝子のしくみを
も考慮することが大切になる。
生命現象をいかに分子から個体へ，あるい
は個体から分子へと階層間で関連づけながら
体系的に学ぶことがポイントとなる。特に，
工学志向の学生にとっては，第一原理からも
のごとを組み立てることに慣れており，分析
結果（知識）だけにとどまる生物は無機質な
データの蓄積にすぎなくなる。工学の基本
は，知識を統合することで，モノを作り，意
味を持たせることである。この手法は，複雑
な生物の理解にも有効である。
学際領域としての生物学
現在，世界中で異分野融合が積極的に進め
られている。これは異分野を融合した学際的
領域から，科学技術の新しい開拓，すなわち
イノベーションの創出が期待されるからであ
る。現在の生物学は，学際的領域のまさに中
心に位置するものと言える。このような生物
学の科学的な立ち位置を学生に伝え，それを
認識させることは，生物学の面白さと社会的
重要性を伝えるうえで，さらには少し飛躍に
なるが，日本の将来の科学技術イノベーショ
ンの創出を担う若い頭脳を育てるうえでも重
要である。
現在の生物学が，物理学や化学の世界と密
接に関連した領域であることを伝え，それを
体験させ，考えさせる教育や教材を提供する
ことが求められる。
生物を計ることの重要性
計測装置というのは，わたしたちが自前の
感覚器だけでは感じ取れない信号を，ヒトの
五感で感じることができるように増幅や変換
するものである。コウモリやイルカが発する
超音波もわたしたちが聞き取れる20Hzから
20,000Hzのレベルまで落としてしまえば，
彼らの会話や交信の様子を聞くことができ
る。高速度撮影装置を使って毎秒300コマで
撮影すれば，ミツバチの時間の世界を垣間見
ることもできるだろう。
神経や筋肉は電気信号によって活動する。
それらは私たちの体の中で発生しているはず
である。しかしそれを感じることはない。教
科書では活動電位はイラストで波形として示
されている。これを見た学生のうちどれだけ
の学生が，それがいったいどういうものであ
るかを理解できるのだろうか。生物の醍醐味
は実体としてのモノがそこにあることであ
り，それに触れることができることである。
計測装置があれば，筋肉の電気活動でさえ見
ることができる。実際に計測する機会がなけ
れば，生体がもつ電気は教科書に書かれた１
つの画像としての知識にしかすぎなくなって
しまう。生物を計ることにより生物はより身
近に感じられるようになる。
終わりに
筆者が神経行動学を通して学んできたこと
から，生物教育の一私見を述べた。筆者の一
貫した考えは，生物の醍醐味は実体としての
モノがそこにあることであり，それに触れる
ことができることにつきる。
⑴ 個体を起点としたシステムとしての生
物，⑵ 生物の体系化，⑶ 学際領域としての
生物学，⑷ 生物を計ることの重要性，を再
考することで，知識としての「生物」から，
より身近で体系的な「生物学」への転換が図
られるものと思う。この転換は生物教育にも
重要な示唆を与えるものと思う。
